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本校の概要 

 

 北海道伊達市は、仙台藩一門で現在の宮城県亘理町周辺の領主であった伊達邦成

が、明治初めに家臣とともに集団移住して開拓された町である。人口は約３万人の

コンパクトシティであり、行政・福祉・サービス業はさることながら、農業・漁業

などの第一次産業もさかんである。市史としては北海道開拓史として多くの資史料

をもつ一方、近年は縄文遺跡群の発掘調査により、約 7000年前の太古から人々が生

活していたことがわかり、市内にある史跡「北黄金貝塚（縄文早期～中期）」からは

多数の人骨・石器・骨角器などが発掘されている。特に儀礼の場としての「水道遺

構」が発見されている点は、道内でも特筆すべき貴重な文化遺産であり、これらの

史跡は「世界文化遺産」への登録が待たれている。 

 また自然環境の面において伊達市は、寒さ厳しい北海道の中にあって、最も温暖

な気候に恵まれた地域にある。町全体が南方に広がる噴火湾に向かって緩やかに傾

斜していることから、太陽の当たる時間が長く、冬でも積雪量が少ないのが特長で

ある。校舎からは北に有珠山や昭和新山、遠くに羊蹄山や駒ヶ岳など雄大な自然を

眺望することができるほか、洞爺湖有珠山地域はユネスコから「世界ジオパーク」

の認定を受けており、住民自らが火山マイスターとなって防災や地域の魅力を発信

するなどの活動が行われている。2000 年には有珠山噴火を経験したが、人的被害が

最小限に抑えられたのも、専門家と地域住民による歴史の積み重ねや日頃からの協

力体制があってのことである。このように近隣市町村を含め伊達市は、物的・人的

にも質の高い教育資源が豊富にあるほか、道内有数の自然観光エリアとして、多く

の人でにぎわっている。 

 このような環境の下、本校（北海道伊達緑丘高等学校）は、「伊達市に進学校を」

との地域住民による熱望から昭和 58年に開校され、今年度（平成 29年度）で創立 
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35 年を迎える全日制課程・普通科４間口の道立高校である。開校以来、“文武両道”

を合い言葉に、学業はもちろんのこと、学校祭や各種ボランティア活動、強歩大会

などの行事や部活動にも力を入れており、体育系・文化系ともに全道レベルの実力

を誇っている。なかでも学校祭では草創期からクラス単位での質の高い「合唱」や

「演劇」の発表が今も継続されており、文化の薫り高い校風は今も伝統として根付

いている。 

 しかしながら、全国的な少子高齢化及び都市部への人口流出といった傾向はこの

地域も例外ではなく、本校への受験者数もしだいに減少の一途をたどるようになっ

た。さらには学区再編により、伊達地域のとくに高い学力層の生徒たちが、隣接す

る室蘭市内の進学トップ校を（入学枠の制限なく）自由に受験できるようになって

から、国公立大学や難関私立大学への受験・進学者数が減ってきたことは否めない。

現在は約４割の生徒が室蘭市・洞爺湖町・壮瞥町・豊浦町など近隣市町村から広範

に生徒たちが通学しているが、「落ち着いた校風のもと、安心して学校生活を送りた

い」「学習が苦手でも親身に指導してくれる」などの理由から本校に入学する生徒も

少なくない。一人ひとりの居場所（活躍できる場・他者が認めてくれる場）がある

穏和な環境の中で、生徒たちは健全で調和のとれた、豊かな高校生活を送っている。 

 このような社会の情勢変化に伴い本校は、開校以来の良き伝統を継承しつつ、生

徒や保護者・地域の多様なニーズに応えるとともに、『チーム緑高―夢×仲間―』を

スローガンに、一丸となった学校づくりに取り組んでいるところである。 

 

□開 校 昭和 58年 全日制普通科４間口 

 □校 訓 創造・礼節・剛健 

 □生徒数（平成 29年度） 

 １学年（第 35 期生） ２学年（第 34 期生） ３学年（第 33 期生） 合計 

男子 70 71 76 217 

女子 61 63 85 209 

合計 131 134 161 426 

 □進路概況（平成 29年３月卒業生） 

校種 
国公立

大  学 

私 立 

大 学 

短 期 

大 学 

専 修 

学 校 
公務員 

民 間 

就 職 
合計 

男子 3 19 0 24 3 6 55 

女子 2 20 8 40 2 12 84 

合計 5 39 8 64 5 18 139 

割合 進学 83.5％ 就職 16.5％  
（※卒業生数全体は 146 名、上記は３月末時点での状況。未定者は７名である。） 

北海道伊達緑丘高等学校（平成 28・29年度 高等学校・地理歴史） 
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第１章 

研究主題の設定 

 

 

１  「北海道学力等実態調査」の結果より 

 本校生徒は、素朴で礼儀正しく落ち着きがあり、学業と部活動とを両立させた心

身ともに健全な学校生活を送っている。また、誰とでも公平に接することのできる

心優しい生徒が多く、対人関係についても比較的良好である。 

 一方で学習面については、決して低い学力層ではないものの、全体として労苦を

避けたがる傾向が強く、向上心をもって高い目標にチャレンジしようとする意欲に

物足りなさが感じられる。教師から指示されたことには素直に取り組むが、自ら意

欲的かつ能動的に学ぶ姿勢が十分とはいえない。 

 平成 27年度実施の「北海道学力等実態調査※１」の結果（平成 27年度１学年の生

徒を対象）では、高校入学前との意欲の変化について、「学習意欲が高まった」と回

答した生徒が 46.5％、同様に「授業以外の学習時間が増えた※２」と回答した生徒は

36.8％といずれも全道平均を下回っている。また平日の家庭学習時間については、

「ほとんどしていない」が 49.0％と全道平均を上回ったほか、１時間以上家庭学習

に取り組んでいる生徒の割合も低い結果となっている。 

 

 ◇入学前との意欲の変化 

 高校入学前に比べ学習意欲が高ま

った 

高校入学前に比べ授業以外の学習

時間が増えた 

本校 46.5％ 36.8％ 

全道 66.7％ 57.0％ 
 

 ◇平日の家庭学習時間 

 ほとんどしてい
ない 

１時間未満 
１時間以上 
２時間未満 

２時間以上 

本校 49.0％ 37.4％  9.7％ 3.8％ 

全道 28.4％ 40.8％ 20.9％ 9.8％ 
 

 こうした全体傾向に対して、同調査における「地理歴史・公民科」の学習意欲に 

 

 

― 生徒の現状と地理歴史科における課題 ― 

第１章 研究主題の設定 

※１「北海道学力等実態調査」… 北海道教育委員会で平成 17 年度から道内の高等学校で実施。国語・

数学・英語の学力テストのほか、学習意欲・習慣等に関するアンケートを行う。 

※２ この学習時間には「読書」も含まれる。 
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ついては、「地理歴史・公民の勉強が好きだ」、「地理歴史・公民の授業の内容はよく

分かる」という設問に肯定的回答をした生徒の割合が、ほぼ全道平均と同じ（もし

くはやや高い）結果となった。 

 また、「地理歴史」「公民」にかぎらず、あらゆる教科の授業や学校行事等の教育

活動を通して「高校入学前に比べ諸外国の人々との交流、異文化や生活習慣を知ろ

うとする意欲が高まった」という設問については、肯定的回答が全道平均をやや下

回ったのに対し、「そう思わない」と回答した生徒が 34.2％にのぼっている。 

 

 ◇地理歴史・公民の勉強が好きだ 

 そう思う 
どちらかといえ
ばそう思う 

どちらかといえ
ばそう思わない 

そう思わない 

本校 23.1％ 33.3％ 28.0％ 15.6％ 

全道 25.2％ 37.4％ 18.1％ 18.7％ 
 

 ◇地理歴史・公民の授業の内容はよく分かる 

 そう思う 
どちらかといえ

ばそう思う 

どちらかといえ

ばそう思わない 
そう思わない 

本校 21.0％ 44.6％ 25.7％ 8.8％ 

全道 18.7％ 46.5％ 26.5％ 7.1％ 
 
 ◇高校入学前に比べ諸外国の人々との交流、異文化や生活習慣を知ろうとする意 

  欲が高まった  
 そう思う 

どちらかといえ

ばそう思う 

どちらかといえ

ばそう思わない 
そう思わない 

本校 13.5％ 23.2％ 29.0％ 34.2％ 

全道 15.5％ 28.9％ 31.6％ 24.0％ 
 

 このように本校生徒は、基礎的学力は概ね定着しているものの、学習意欲や学習

時間については全道平均よりも低い傾向にあることがわかる。また、グローバル化

や価値観の多様化が進行する中、広い視野を持ち、学びを深めようとする態度や意

欲についても課題が見受けられる。 

 

２ 生徒の学習動機と学習方法についての意識 

 先述のとおり、本校生徒は指示されたことについては真面目に取り組む一方で、

多くの生徒が「受け身」であり、主体的に学習する意欲や態度、思考力・判断力・

表現力等が十分ではないといった課題は「地理歴史科」においても見受けられる。 

 たとえば、普段の授業におけるワークシートや小テスト・評価問題などにおいて 

北海道伊達緑丘高等学校（平成 28・29年度 高等学校・地理歴史） 
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知識を問うものについては、おおむね満足できる評価を与えることができる。しか

し、知識を活用する問題、思考力・判断力・表現力等を問う問題、地図や資史料な

どから読解する問題となると、知識を問う問題に比べて正答・回答率が大きく低下

してしまい、途端に「難しい」と感じてしまう。そうした生徒の多くが「覚える＝

勉強」と捉えており、良い成績や評価を得るために知識を用語として暗記している

にすぎず、社会的事象の意味や意義、概念等を理解する段階までにはなかなか到達

していないものと考えられる。 

 本研究にあたり、生徒の学習動機・方法や、「地理歴史」を学ぶ意義に対する捉え

方についての実態を詳細に把握するため、本校１・２学年の生徒（平成 28年度）を

対象に「地理歴史科授業・学習アンケート」を実施した。ところで市川伸一氏は「学

習動機」を次の６つ（充実志向、訓練志向、実用志向、関係志向、自尊志向、報酬

志向）に類型化している。市川氏は、志向ごとに６つの質問項目を設定し、学習意

欲の分析方法を編み出している（市川伸一氏『学ぶ意欲の心理学』2001 年、ＰＨＰ研究所）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ａ 「充実志向（学習の楽しさを味わうため）」を測るための質問例 

     「新しいことを知りたいと思う」 

     「いろいろな知識をもった人間になりたいと思う」 

     「わからないことがわかるようになると，勉強はおもしろいと思う」 

     「何かができる（わかる）ようになっていくことは楽しいと思う」 

     「勉強しないと，充実感が得られないと思う」 

     「わからないことを，そのままにしておきたくないと思う」 
 

  Ｂ 「訓練志向（知力を鍛えるため）」を測るための質問例 

     「勉強することは，頭の訓練になると思う」 

     「学習のしかたを身に付けたいと思う」 

     「勉強すると，合理的で理論的な考え方ができるようになると思う」 

     「勉強することで，いろいろな面からものごとを考えられるようになると思う」 

     「勉強しないと，筋道を立ててものごとを考えることができなくなると思う」 

     「勉強しないと，脳のはたらきが低下すると思う」 

学習動機の二因性モデル（６つの類型） 

Ａ 充実志向 

学習の楽しさを 

味わうため 

Ｂ 訓練志向 

知力を鍛える 

ため 

Ｃ 実用志向 

仕事や生活に活 

かすため 

Ｄ 関係志向 

他者との関係の 

ため 

Ｅ 自尊志向 

プライドや競争 

心のため 

Ｆ 報酬志向 

外からの報酬を 

得るため 

大 

← 

内
容
の
重
視 
→ 

小 

小 ← 学習の功利性 → 大 

第１章 研究主題の設定 
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  Ｃ 「実用志向（仕事や生活に活かすため）」を測るための質問例 

     「学んだことを，将来の仕事に生かしたいと思う」 

     「勉強したことは，日常生活のさまざまな場面で役に立つと思う」 

     「勉強で得た知識は，今は役に立たなくとも将来は役に立つと思う」 

     「学習によって得た知識や技能を使う喜びを味わいたいと思う」 

     「勉強しないと，将来の仕事の上で困ると思う」 

     「大人になってから勉強するのでは，もう手遅れだと思う」 
 

  Ｄ 「関係志向（他者との関係のため）」を測るための質問例 

     「一人より，みんなで勉強するほうが楽しいと思う」 

     「勉強にかぎらず，友だちといっしょに何かをすることは楽しいと思う」 

     「好きな先生に教えてもらうと，勉強は楽しくなると思う」 

     「周りの人たちが勉強するようになると，自分もよく勉強するようになると思う」 

     「周りの人が勉強しているのに自分がしていないと，恥ずかしいと思う」 

     「勉強しないと，親や先生に対して罪悪感を抱くようになると思う」 
 

  Ｅ 「自尊志向（プライドや競争心のため）」を測るための質問例 

     「成績が良いと，優越感が得られると思う」 

     「成績が良ければ，周囲から尊敬されると思う」 

     「ライバルには負けたくないと思う」 

     「立派な大学を出たほうが，立派な人だと思われるのではないかと思う」 

     「テストで平均点より下だったとき，くやしいと思う」 

     「勉強が人並みにできないと，自信が得られないと思う」 
 

  Ｆ 「報酬志向（外からの物質的・精神的報酬）」を測るための質問例 

     「テストなどには親や先生から報酬があったほうがよいと思う」 

     「親や先生など，他人にほめられるとうれしいと思う」 

     「学歴が良いほうが，大人になったら経済的に良い生活ができると思う」 

     「学歴が良いほうが，世の中では得だと思う」 

     「勉強をしないと，親や先生に叱られると思う」 

     「学歴が良くないと，大人になっても良い仕事に就けないと思う」 

 

 上記に示したとおり、学習動機に関する６つの類型志向を測るための質問例（全

36 問）をもとに、生徒に対してアンケートを行った。ここでは「とてもそう思う」

を５点、「ややそう思う」を４点、「どちらともいえない」を３点、「あまりそう思わ

ない」を２点、「まったくそう思わない」を１点として点数化した。回答した全生徒

の平均は次のとおりであった（最低５点，最高 30点となる）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実志向 

22 点 

訓練志向 

21 点 

実用志向 

20 点 

関係志向 

20 点 

自尊志向 

21 点 

報酬志向 

21 点 

北海道伊達緑丘高等学校（平成 28・29年度 高等学校・地理歴史） 
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 全36問の点数化による平均は、各類型志向とも20～22点の間となり、全体として

は高くも低くもない結果となった。同時に類型間の差もほとんど見受けられなかっ

た。類型ごとに個々の質問に関する割合をみてみると、「何かがわかる（できる）よ

うになっていくことは楽しいと思う（充実志向）」「親や先生など他人にほめられる

とうれしいと思う（報酬志向）」については80％以上の生徒が肯定的に回答している。

一方で「勉強しないと筋道を立ててものごとを考えることができなくなると思う（訓

練志向）」「学習によって得た知識や技能を使う喜びを味わいたいと思う（実用志向）」

「一人よりみんなで勉強するほうが楽しいと思う（関係志向）」「人並みに勉強でき

ないと自信が得られないと思う（自尊志向）」などの質問に肯定的回答した生徒は、

40～60％に留まっている。 

 

        とてもそう思う（５点）           ややそう思う（４点） 

        どちらともいえない（３点）         あまりそう思わない（２点） 

        まったくそう思わない（１点） 

 

  ◇何かがわかる（できる）ようになっていくことは楽しいと思う（充実志向） 

 

 
 

  ◇勉強しないと筋道を立ててものごとを考えることができなくなるとと思う 

（訓練志向） 

 

 

 

  ◇学習によって得た知識や技能を「使う喜び」を味わいたいと思う（実用志向） 

 

 

 

  ◇一人よりみんなで勉強するほうが楽しいと思う（関係志向） 

 

 

 

  ◇人並みに勉強ができないと自信が得られないと思う（自尊志向） 

 

 

５０％ ３６％ ９％ 

１１％ ２８％ ３４％ １６％ １１％ 

２０％ ３１％ ３１％ １４％ 

３５％ ２３％ ２１％ １３％ ８％ 

２４％ ３７％ ２３％ １１％ 

第１章 研究主題の設定 
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  ◇親や先生など他人にほめられるとうれしいと思う（報酬志向） 

 

 

 

 また、６つの類型志向に基づいた「学習動機の順位付け」を課してみると、次の

ような結果が得られた。 

 

   問 あなたは“どんなとき”に「学習の充実感や満足感」を得ることができ 

    ますか。次のＡ～Ｆの項目について，満足度の高い順に並べてください。 
 

     Ａ 新しい知識や技能を身に付けたとき 

     Ｂ 良い先生や友だちといっしょに学んだとき 

     Ｃ 学習で得られた知識や技能を活用したり，何かの役に立ったとき 

     Ｄ 難しい問題が解けるようになったとき 

     Ｅ 親や先生にほめてもらったり，友だちからすごいねなどと言われ 

      たとき 

     Ｆ テストや模擬試験などで良い点数を取ったとき 

 

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位 

Ｆ 

（報酬） 

Ｄ 

（訓練） 

Ｅ 

（自尊） 

Ｃ 

（実用） 

Ｂ 

（関係） 

Ａ 

（充実） 

 

 

 これによれば、「テストや模擬試験などで良い点数を取ったとき（報酬志向）」が

最上位であったのに対し、「知識を活用したり、役に立ったとき（実用志向）」「良い

先生や友だちといっしょに学んだとき（関係志向）」「新しい知識や技能を身に付け

たとき（充実志向）」が下位という結果となっている。すなわち本校生徒は、新しい

知識を得たり、活用したりする喜びを味わったりすることよりも、テストなどで良

い点数を取るために学習する、といった意識傾向が強いものと思われる。 

 また市川氏は、学習動機に加えて「学習方法」についても次の４つに類型化し（失

敗に対する柔軟性、思考過程の重視、方略志向、意味理解志向）、評価する質問法を

編み出している。 

 
 

  Ａ 「失敗に対する柔軟性（失敗を恐れず成長・改善する）」を測るための質問例 

     ◎「思い通りにならないとき頑張って努力してみようとするほうだ」 

     ◎「失敗をくりかえしながらだんだん完全なものにしていけばよいと思う」 

５２％ ３５％ １０％ 

学習方法の類型 

北海道伊達緑丘高等学校（平成 28・29年度 高等学校・地理歴史） 
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     ◎「思い通りにならないときはその原因をつきとめようとする」 

     △「人前で間違えたりすると恥ずかしい気持ちになる」 

     △「うまくいきそうにないと感じるとやる気がなくなってしまう」 

     △「失敗するとすぐにがっかりするほうだ」 
 

  Ｂ 「思考過程の重視（正解よりも考え方を大切にする）」を測るための質問例 

     ◎「答えよりも考え方が正しかったかのほうが大切だ」 

     ◎「問題が解けたあとでも別の解き方をさがしてみることがある」 

     ◎「テストで解けなかった問題はあとからでも解き方を知りたいと思う」 

     △「なぜそうなるのかわからなくても答えが合っていればよいと思う」 

     △「テストでは途中過程よりも答えが合っていたかどうかが気になる」 

     △「正解のない問題や課題に取り組むことは無意味だと感じる」 
 

  Ｃ 「方略志向（学習の仕方を工夫しようとする）」を測るための質問例 

     ◎「勉強のしかたをいろいろ工夫してみるのが好きだ」 

     ◎「成功した人の勉強法について興味がある」 

     ◎「勉強時間（量）よりも勉強方法（質）のほうが重要だと思う」 

     △「勉強の方法を変えても効果はあがらないと思う」 

     △「学習スタイルは自己流でよく他者に学ぶつもりはない」 

     △「成績を上げるためにはとにかく努力してたくさん勉強するしかないと思う」 
 

  Ｄ 「意味理解志向（丸暗記ではなく意味を理解する）」を測るための質問例 

     ◎「ただ暗記するのではなく意味を理解するようにしている」 

     ◎「習ったことどうしの関連をつかむようにしている」 

     ◎「図や表で整理しながら勉強するようにしている」 

     △「数学の勉強では公式をおぼえることが大切だと思う」 

     △「同じパターンの問題を何度でもくりかえし解くことが大切だ」 

     △「なぜそうなるかはあまり考えず答えを暗記してしまうことが多い」 

 

    ◎…「とてもそう思う」５点，「ややそう思う」４点，「どちらともいえない」３点， 

      「あまりそう思わない」２点，「そう思わない」１点 

    △…「とてもそう思う」１点，「ややそう思う」２点，「どちらともいえない」３点， 

      「あまりそう思わない」４点，「そう思わない」５点 

 

 上記に示したとおり学習方法に関する４つの類型を評価するための質問例（全24

問）をもとに生徒にアンケートを行い点数化したところ、回答した全生徒の平均は

次のとおりであった（最低５点，最高30点となる）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

失敗に対する柔軟性 

21 点 

思考過程の重視 

19 点 

意味理解志向 

16 点 

方略志向 

19 点 
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 この結果では、「失敗に対する柔軟性」「思考過程の重視」「方略志向」が19～21点

と大きな差異はなかったが、丸暗記ではなく意味を理解しようとする「意味理解志

向」は16点とやや低い結果となった。 

 はじめに「失敗に対する柔軟性」では、「思い通りにならないとき頑張って努力し

てみようとするほうだ」という質問に肯定的回答をした生徒が61％であった一方で、

「うまくいきそうにないと感じるとやる気がなくなってしまう」については73％の

生徒が肯定している。 

 つぎに、答え（正解）よりも答えを導き出す思考の過程を重視しようとする「思

考過程の重視」では、「テストでは途中過程よりも答えが合っていたかどうかが気に

なる」という質問に肯定的回答をした生徒が64％であった一方で、「正解のない問題

や課題に取り組むことは無意味だと感じる」に37％の生徒が肯定しているほか、肯

定でも否定でもない中間層が39％、否定的回答をした生徒は24％にとどまった。 

 同様に、学習の仕方を工夫するなど学びの質について重視する「方略志向」につ

いての質問では、「勉強時間（量）よりも勉強方法（質）のほうが重要だと思う」に

75％の生徒が肯定的回答したものの、「勉強のしかたをいろいろ工夫してみるのが好

きだ」については29％と低い結果となった。 

 

        とてもそう思う（５点）           ややそう思う（４点） 

        どちらともいえない（３点）         あまりそう思わない（２点） 

        まったくそう思わない（１点） 

 

  《失敗に対する柔軟性》 

  ◇思い通りにならないとき頑張って努力してみようとするほうだ 

 

 
 
  ◇うまくいきそうにないと感じるとやる気がなくなってしまう 

 

 

 

  《思考過程の重視》 

  ◇テストでは途中過程よりも答えが合っていたかどうかが気になる。 

 

 

１７％ ４４％ １４％ 

３２％ ４１％ １４％ ８％ 

３４％ ３０％ ２４％ １０％ 

２２％ 

北海道伊達緑丘高等学校（平成 28・29年度 高等学校・地理歴史） 
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  ◇正解のない問題や課題に取り組むことは無意味だと感じる 

 

 

 

  《方略志向》 

  ◇勉強時間（量）よりも勉強方法（質）のほうが重要だと思う 

 

 
 

  ◇勉強のしかたをいろいろ工夫してみるのが好きだ 

 

 

 

 一方で、他の類型よりも低い結果となった「意味理解志向」では、「なぜそうなる

かあまり考えず、答えを暗記してしまうことが多い」という質問に34％の生徒が肯

定している。また「図や表で整理しながら勉強するようにしている」に肯定的回答

を示した生徒は35％、「習ったことどうしの関連をつかむようにしている」も36％と、

いずれも４割に満たない結果となった。 

 

  《意味理解志向》 

  ◇なぜそうなるかはあまり考えず答えを暗記してしまうことが多い 

 

 
 
  ◇図や表で整理しながら勉強するようにしている 

 

 
 

  ◇習ったことどうしの関連をつかむようにしている 

 

 

 

 このことからも、多くの生徒は「丸暗記ではいけない」とのタテマエはわかって

いるものの、学習したことを図表にまとめたり、学習したことどうしを関連付けて

横断的に考えたりすることの意識や経験が不足していることが課題として挙げられ

る。このことが、知識を習得しても“テストのため”といった一時的なものであり、 

１７％ ２０％ ３９％ １９％ 

４６％ ２９％ ２０％ ４％ 

１１％ １８％ ４２％ ２０％ ９％ 

１３％ ２１％ ２２％ 

１０％ ２５％ ３５％ ２０％ 

３１％ １３％ 

１０％ 

６％ ３０％ ３９％ ２１％ ４％ 
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知識の活用力に乏しいこと、思考力・判断力・表現力等が十分ではないことにつな

がっているのではないかと考えられる。 

 

３ 地理歴史の教育課程（カリキュラム）や授業等に対する生徒の意識 

 本校では、１年次に「世界史Ａ」を必修としており、２年次に「日本史Ａ」また

は「地理Ａ」のいずれかを選択必修する。さらに文系の生徒は３年次に「世界史Ｂ」

「日本史Ｂ」「地理Ｂ」を選択することができるが、基本的に２年次に「日本史Ａ」

を選択した生徒は「地理」を学ばないことになり、「地理Ａ」を選択した生徒は「日

本史」を学ばないこととなる。 

 はじめに、「世界史」「日本史」「地理」それぞれについて「必修とすべきか」質問

したところ、「日本史」と「地理」については過半数以上の生徒が肯定的に回答した

が、「世界史」については若干ながら過半数を下回る結果となった。また、「高校で

は世界史・日本史・地理のすべてを学ぶべきか」についての肯定的回答は31％とな

っており、多くの生徒は３科目すべてを学ぶ必要はないと捉えていることがわかる。 

 

        とてもそう思う               どちらかといえばそう思う 

        どちらかといえばそう思わない        そう思わない 

       

 

 

     

 

 

    

 

 

    

 

 

 

 つぎに、「世界史」「日本史」「地理」の各科目について「学ぶことが好きか」と「将

来の仕事や生活に役立つと思うか」を質問したところ、次のような結果となった。 

北海道伊達緑丘高等学校（平成 28・29年度 高等学校・地理歴史） 

「世界史」は全員

必修とすべきで

ある 

１３％ ３９％ ２５％ ２３％ 

「日本史」は全員

必修とすべきで

ある 

２２％ ３８％ ２４％ １６％ 

「地理」は全員必

修とすべきである １２％ ４３％ ２９％ １６％ 

「世界史」「日本

史」「地理」全て

学ぶべきである 
８％ ２３％ ４８％ ２１％ 
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 この結果によれば、「日本史を学ぶのが好きだ」に肯定的回答を示した生徒が58％

であるのに対し、「世界史」「地理」では40％程度となっている。また「世界史を学

ぶことは将来の仕事や生活に役立つと思う」について肯定的に答えた生徒は22％と

低い割合となっており、「日本史」の43％、「地理」の61％を下回っている。このこ

とからも「世界史」を学ぶ意義については、「日本史」や「地理」に比べて深まって

いないことがうかがえる。 

 一方で授業スタイルについては、これまでの社会科の授業（中学校までを含む）

で主体的・協働的な学習（ペアワークやグループ活動、話し合い、討論など）をよ

く経験したと回答した生徒は全体の５％であり、全体として「社会科の授業＝講義

形式が中心」といったイメージは根強くある。 

 

        とてもそう思う               どちらかといえばそう思う 

        どちらかといえばそう思わない        そう思わない 

「世界史」を学ぶ

ことは好きだ １２％ ３８％ ２８％ ２２％ 

「日本史」を学ぶ

ことは好きだ ２３％ ３５％ ２６％ １６％ 

「地理」を学ぶこ

とは好きだ 
１３％ ３０％ ３７％ ２０％ 

「世界史」を学ぶこと

は将来の仕事や生

活に役立つと思う 

５２％ １７％ ２６％ 

１２％ ３１％ ４０％ １７％ 

１４％ ４７％ ２８％ １１％ 

「日本史」を学ぶこと

は将来の仕事や生

活に役立つと思う 

「地理」を学ぶことは

将来の仕事や生活

に役立つと思う 

５％ 
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  ◇あなたがこれまで受けてきた社会（地理歴史・公民）科の授業において、 

   ペアワークやグループ学習、話し合いや発表をしたことがありますか 

 

 

 

  ◇受験を意識して、教科書の内容をすみずみまできちんと消化してほしい 
 

 

 

  ◇できるだけ生徒の発言を取り入れて、活気のある授業にしてほしい 
 

 

 

  ◇グループ学習やペアワークなどの時間を積極的に取り入れてほしい 
 

 

 

  ◇騒がしくなるのは苦痛なので、講義中心でよいから静かな環境で授業を受 

   けたい 
 

 

 

 主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）に対する否定的な意見と

して、「教科書消化や受験指導（授業の効率化）のためにはさほど時間をかけられな

い」「なかなか生徒が積極的かつ意欲的に取り組まない（活発に発言したがらない）」

などといった声もある。しかし本校生徒については、必ずしも「講義中心がよい」

とばかり感じているわけではなく、適度に配分バランスを保ったうえで主体的・協

働的な学習の場面を取り入れること自体は好意的に捉えているのではないかと考え

られる。 

 

４ 評価問題（ペーパーテスト）の結果より 

 ここでは、１年「世界史Ａ」における「前期中間考査（平成28年６月初旬実施）」

の結果から課題を見出していきたい。評価問題は必ずしも「知識・理解」を中心と

するものでなく、地図や史料等の読解・活用、思考力・判断力・表現力等を問うも

のなど、出題形式についてのバランスを考慮した。また出題内容も「世界史」の内 

５％ ４７％ ３３％ １５％ 

４４％ ２８％ ４％ ２４％ 

４１％ ３１％ ６％ ２２％ 

２５％ ５１％ １１％ ２３％ 

４４％ ２７％ ２３％ ６％ 

北海道伊達緑丘高等学校（平成 28・29年度 高等学校・地理歴史） 
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容にかぎらず、授業で適宜触れてきた「日本史との関連」や「地理との関連」を踏

まえた横断的な問題とした。 

 次に掲げる大問➊は、科目の導入にあたる「自然環境と歴史」をもとに「世界の

自然環境と地図の読み方」についての基本とともに、古代中国を題材に、自然環境

と歴史との関連について出題したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大問➊ 世界の自然環境と地図の読み方 
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 上記の設問は、学習指導要領の「歴史の舞台と自然環境について、河川、海洋、

草原、オアシス、森林などから適切な事例を取り上げ、地図や写真などを読み取る

活動を通して、自然環境と人類の活動が相互に作用し合っていることに気付かせる」

に照らしたものである。このうち、万里の長城によって区切られた北側と南側に住

む人々との生業のちがいを地形や気候など地理的要因によって説明する問７の設問

は、正答率が30.9％（中間点は39.7％）となった。 

 また大問➌では、前漢から魏晋南北朝時代の中国史に関連して、中国の歴史書や

高句麗の「好太王碑文」などの史料から日中・日朝関係史について冊封体制を基軸

に捉えさせる問題を出題した。『漢書』地理志・『後漢書』東夷伝・『魏志』倭人伝の

倭に関する記事から“朝貢・冊封関係”について読み取る問６の設問のうち、(4)に

対する正答率は23.5％（中間点は42.6％）、「好太王碑文」に刻まれた史料情報から、

当時のヤマト政権と高句麗・百済・新羅との関係について読解する問７の設問に対

する正答率は20.6％と低かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正解（○） 中間点（△） 不正解（×） 

23.5％ 42.6％ 33.8％ 

 

大問➌ 史料から読み解く中国史 

北海道伊達緑丘高等学校（平成 28・29年度 高等学校・地理歴史） 
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正解（○） 不正解（×） 

20.6％ 79.4% 

 

 さらに大問➍では、隋唐帝国から宋時代の中国史と日本史とを年表によって対比

させ、遣隋使・遣唐使などを通じて中国の制度・文化が日本に移入されていった過

程と影響について出題した。 

学習指導要領においては、内容(1)「世界史へのいざない」における「イ 日本列

島の中の世界の歴史」のなかで、「日本列島の中に見られる世界との関係や交流につ

いて、人、もの、技術、文化、宗教、生活などから適切な事例を取り上げ、年表や

地図などに表す活動を通して、日本の歴史が世界の歴史とつながっていることに気

付かせる」とある※１。ここでは、中学校社会科歴史的分野での既習事項をもとに、

隋・唐帝国の成立と衰退に関する基本的知識に加え、日本が唐の政治制度や文化を

取り入れることで国家体制の整備を進めたことをはじめとする日中・日朝間の人

的・物的交流について、多面的・多角的に考察する力を問うた。 

 このうち、日本文化に対する中国文化等の影響について時期に着目して考えさせ

る問５の設問については、正答率が25.0％（無回答8.8％）と低い結果となった。 

 

 

 
※１ 内容の取扱いについては、中学校社会科の内容との連続性に配慮して主題を設定するとともに、 

  適切な時期に実施するようにすることとなっている。 
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大問➍ 隋唐帝国・宋時代の中国と日本 
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 以上のように、「地理との関連」が深い設問（大問➊）と「日本史との関連」が深

い設問（大問➌・➍）の平均点は次のとおりである。 

 

「地理との関連」が深い設問（大問➊）の得点（配点17） 

平均点 最高点 最低点 

12.0点（得点率70.1％） 17点 1点 

北海道伊達緑丘高等学校（平成 28・29年度 高等学校・地理歴史） 
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「日本史との関連」が深い設問（大問➌・➍）の得点（配点27） 

平均点 最高点 最低点 

11.8点（得点率43.7％） 20点 4点 

 

 「地理との関連」が深い設問については、配点17のうち平均点は12.0点と得点率が

70.1％であったのに対し、「日本史との関連」が深い設問については、配点27のうち

平均点が11.8点と得点率が50％を下回る結果となった。 

 

５ 研究課題の設定 

 以上のとおり、本校「地理歴史科」における生徒の意識や学力について、アンケ

ートや評価問題等から検証してきた。これをもとに、あらためて本校生徒の実態と

課題について列挙すると、次のとおりとなる。 

 

(1) 「テストで高得点を取る（良い評価や成績を得る）」や「受験のため」といっ

た、目先の外発的動機に基づく学習志向が強く、現代世界に対する課題意識を高

めて追究したり、新しい知識を得て活用したりしようとする意欲に乏しい。 

(2) 生徒の学習が「用語を覚えること」でとどまっており、社会的事象の意味や意

義、概念等を十分に捉えているとは言い難い。 

(3) 知識を活用したり、諸資料からの情報を読解したりする力、思考力・判断力・

表現力等が十分ではない。 

(4) 特に「世界史」に対する苦手意識が強く、学習意欲や学習事項の定着度が「日

本史」や「地理」に比べて低い。 

(5) これまでの「地理歴史科」の授業では、科目相互の連携が不十分であり、１年

次の「世界史」で学んだことを２年次の「日本史」や「地理」の学習に活かした

り、１年次の「世界史」において自然環境とのかかわりや日本史との関連から考

察したりするなどの場面が少ない。 

(6) 主体的に学習する意欲や態度を高めさせるために、家庭での学習習慣の確立を

はじめ、主体的・対話的で深い学びの実現や言語活動の充実を図るなど授業改善

の必要がある。 

 

 このような課題を踏まえ、本研究における本校の「研究主題」及び「研究仮説」

を次のように定めた。 

 

第１章 研究主題の設定 
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  地理歴史科（世界史・日本史・地理）における科目相互の連携を図った 

 授業実践の研究 
 

  《研究仮説》地理歴史科（世界史・日本史・地理）における科目相互の連携 

  を図り、社会的事象の意味や意義、概念等を他科目と関連付けて総合的に捉 

  えさせることで、地理歴史についての学習意欲や学力をより向上させること 

  ができるのではないか。 

 

 上記に掲げた「研究主題」のもと、本研究では、各科目で習得した知識や概念を

活用したり、科目相互の関連性を踏まえて考察したりする学習活動を通して、歴史

的な見方・考え方、地理的な見方・考え方を育成するとともに、生徒の学習意欲を

向上させ、思考力・判断力・表現力等を高めさせることをねらいとしている。 

 具体的な研究内容と成果の検証については、次章以降に報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道伊達緑丘高等学校（平成 28・29年度 高等学校・地理歴史） 

本校で実施した国立教育政策研究所調査官を招いた研究授業・研究協議会の様子（平成 29年７月） 


